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空間コードとは
▣土地と人間の間に成立した空間組織化の作法

▣「平凡」に潜む不易の非凡を可視化する言語

▣未来を共創するコミュニケーションツール
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❶ランドスケープとしての空間

▣審美的な流行に矮小化された景観の克服

▣不易をつくる生態－社会関係の再定置

▣「自然」へと進化する人工構造物への注目

【文献】武内和彦：『ランドスケープエコロジー』朝倉書店，2006年．

理論的背景
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❷パターンを生む関係性の回復

▣都市企業家主義が生む「抜け殻」イメージ

▣硬直化した「伝統」が孕む持続不可能性

▣形態と機能をとりもつ関係性の継承・発展

【文献】ムニョス，フランセスク（竹中克行・笹野益生訳）：『俗
都市化̶̶ありふれた景観　グローバルな場所』昭和堂，2013年．

理論的背景
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❸変化過程のマネジメント

▣静態的保存と懐古的修復の限界

▣安定成長時代にふさわしい関係性の再編集

▣自己成長を促す「遊び」のある条件設定

【文献】小浦久子：『まとまりの景観デザイン̶̶形の規制誘導か
ら関係性の作法へ』学芸出版社，2008年．

理論的背景
4



中川運河・空間コード研究プロジェクト
代表：
 竹中克行（地理学者／愛知県立大学教授）
メンバー（五十音順）：
 内山志保（都市デザイン研究家）
 川口暢子（名古屋大学大学院博士後期課程）
 清水裕二（建築家／愛知淑徳大学教授）
 長谷川泰洋（森林総合研究所）
 クレメンス・メッツラー（コミュニケーション・デザイナー）
 横関浩（中川運河デザインラボ／ STANDS ARCHITECTS）

5



研究プロセス

Ⅰ． 空間コードの発見
  ＊景観観測　＊植生調査　＊インタビュー ･･･

Ⅱ． 空間コードの分析・記述
  ＊ 3つの親コード　＊ 3×4 = 12の枝コード

Ⅲ． 空間コード応用の視点
  ＊空間コードへの参加　＊空間コードからの共創
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3＋ 12＝ 15
 A0都市のセカンドネーチャー
   A1前進する地・層     A2閘門式運河の水面
   A3人工の自然堤防     A4緑のコリドー

 B0共演する土木・緑・建築
   B1運河を挟んで向き合う  B2インダストリアル空間
   B3鳥と風が運ぶ都市の緑  B4連続体の美学

 C0時代を拓く市民のアリーナ
   C1名古屋の大静脈     C2インタラクトする水土
   C3「自然」とのつきあい   C4創造力の空間
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0～1.5m 1.5～3.5m 3.5m～風速

東風西風

北風

南風 西東

　観測地点が無風であっても，水面に波が立ち，
鏡像が得られないこともある。その一方で，運
河と直交する向きの風（観測地点①の場合，南
北方向の風）は建物で遮られるため，水面を乱
しにくい。概括的には，運河幅が大きく，海風
の影響を受ける本線よりも，狭い水路の両側に
建物が密集する支線の方が，多少の風が吹いて
も鏡像が出やすいと言える。季節と鏡像には直
接の関係は認められなかった。しかし，冬季の
方が水の透明度の高い日が多いため，銀板のよ
うにくっきりとした鏡像が得られる。（注）写真は東支線の北岸から南を見て撮影した。各写真左上の

矢印が風向および風速を示し，無印は無風状態を意味する。

■中川運河に吹く風と鏡像
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［コード発見］景観観測（1）
景観定点観測

■写真撮影＋環境測定
 本・支線の計 6地点

 気象条件／透明度

■四季を通じた変化
 植生への注目

■鏡像変化の追跡
 風速・風向との関係

 透明度の影響

〔竹中克行・内山志保〕
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■シンプルな色構成

ベースカラー

空

植物

護岸1 護岸2 水

アクセントカラー

外壁1 外壁2 外壁3 錆 1 錆 2

　各画像について，代表 5色に白・黒を加えた 7
色となるよう，Adobe Photoshopのインデックス
カラー機能で変換した。3画像から得られた計 10
色（白・黒を除く）は，連続的に現れるベースカ
ラーと時折挿入されるアクセントカラーに分かれ
る。大きく示したのが変換後の画像，小さい写真
が元画像。色構成がシンプルな景観ゆえに，色数
を限定しても印象が大きく崩れない。

倉庫扉（小栗橋南西）

敷地境界塀（小栗橋北東）

壁の落書き（小栗橋北西ポケットパーク） 倉庫扉（東海橋南東）

積層する色

［コード発見］景観観測（2）
色彩分析

■代表色の抽出
 ベースカラー

 アクセントカラー

■代表色による再構成
 運河空間の特質

 典型とバリエーション

 季節変化の分析

〔内山志保〕
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船調査（植生調査）＋聞取り調査

聞取り調査のみ

船調査（植生調査）

①植生調査：船上から護岸に近
づき，樹種，樹高，生長位置等
を詳細にプロット（49箇所＊）。
②聞取り調査：護岸地および付
近の植生管理に関して事業者に
聞取り（27箇所）。
③写真調査：船上から護岸方向
を撮影し，空間構造を把握（47

箇所）。
＊自然生えの樹木で形成され
ているとみられる群落から，
とくにまとまりがみられる 49
箇所を抽出して，船上からの
植生調査を行った。船を護岸
際 50cm～数メートルまで付
け，8倍の双眼鏡を用いて記
録した。樹高 50cm以上 4m
未満を低木層，4m以上を亜
高木層，8m以上を高木層と
し，各階層別の樹種，樹高，
生長位置（倉庫との相対的な
位置）を記録した。加えて，
高木層の樹木については樹冠
幅を記録した。
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2　緑の調査
中川運河沿い護岸付近の敷地計 105箇所を対象
として，2014年 5～ 8月，緑に関する 3種類の
調査を行った。

緑の調査で活躍した「さちかぜ」（名古屋港管
理組合）

［コード発見］植生調査（1）
水・陸からのアプローチ

■群落調査
 船上から護岸に接近

 樹種／樹高／生長位置の記録

■聞取り調査
 運河沿い事業者へインタビュー

 護岸地の植生への管理意識

〔長谷川泰洋・川口暢子〕
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　放置されてから 10年以内程度で
はないかと推察される。低木層およ
び幼木には，次の優占種となりうる
エノキが多いが，トウネズミモチも
生長している。この群落では，将
来，群落の高木層・亜高木層をこの
2種で占めることも考えられる。

　主な高木種は，落葉広葉樹のムク
ノキである。林床に日が差し込むた
め，低木層および幼木には比較的多
様な種がみられる。ムクノキの優占
状態が数十年続いた後は，次の優占
種であるクスノキが優位になりそう
である。

（注） 優占種に斜線を施した。図中の破線は 5m幅の正方形を表す。描画にさいしては，下のルールを設定した。
  ［胸高直径］高木 25cm，亜高木 10cm，低木 3cm　［枝下高］樹高 ×0.3m　［樹冠幅］樹高 ×0.3m

　クスノキの樹冠下は暗いため，
トウネズミモチ、マサキ、タチ
バナモドキなどの陰樹のみが生
長する。日の当たる場所では，
アカメガシワ，ノイバラなどが
生長する。クスノキが圧倒的な
優占状態に至る途上の段階と考
えられる。

①アカメガシワが優占する群落

②ムクノキが優占する群落

③クスノキが優占する群落

図 2  中川運河沿いの群落の実例

［コード発見］植生調査（2）

群落調査

■種子供給源の分析
 鳥散布／風散布

 近隣社寺・公園との比較

■遷移過程の推定
 先駆植物・優占種の判定

 事例群落の遷移段階

〔長谷川泰洋〕
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　小栗橋でＹ字に分岐する中川運河は，東支線は松重閘門へ，
北支線は笹島の堀留へ向かう。長良橋でいったん 65mから
90mに広がった川幅は，支線に分かれると，一気に 35mに
狭まる。それゆえ，支線では対岸が近く，一般民家並のスケ
ール感の建物が密集していた。運河沿いの木造建築の解体が
進む今，江上建材店は，河辺で寝起きした記憶を伝えてくれ
る貴重な存在だ。

「運河が出来る前，松重閘門のあたりで祖父が大工をやっ
ていた。運河沿いのこの場所で建材店を始めたのは親父の
代だよ。その頃は，渥美半島から玉砂利を仕入れて，市内
の神社なんかへ持っていった。常滑の陶器の土管や煉瓦を
市内の現場に運ぶこともあったらしい。親父が建てた家は
戦災に遭って，戦後まもなく，建てなおしでこの事務所兼
住宅ができた。ただ，子どもに会社を継がせるつもりはな
いから，俺が商売を畳んだら，壊して更地だろうね。」

　そういう社屋を覗かせてもらうと，中はえもいわれぬユニ
ークな空間だった。道路に面した事務所が 1階で，急な階
段を降りると，運河に面した地下に出る。いや，むしろこち
らが 1階というべきか。厨房横の勝手口を開くと，水面が
すぐ下に広がる。

「運河に面した部屋で寝ていると，ボラの跳ねる音が聞こ
えてきて，粋な感じだったよ。今は，すぐ近くに別の家を
建てたから，もうここで寝起きしていないけど。でも，こ
こは集まって宴会するには最高の場所。多いときは，息子
の友達が 20人ぐらい来て，飲み会をしていたこともある。
名古屋駅から近いし，夏でも，運河から入る風で涼しいし。
やっぱり水辺はいい。
　伊勢湾台風の時は，階段のところまで水に浸かった。自
分は子どもだったから，家の中まで入ってきた魚を釣って
遊んでた。東海豪雨の時は，護岸ギリギリまで水位が上が
って，浸水を心配したけど，なんとか排水が間に合った。」

❼住んでよし，商いにもよし
江上建材店

図 1　江上建材店の空間構成
支線部では護岸地の奥行きが小さい。
このため，運河側に開口部をもつ建物
は，内部に階段を設け，道路側とフロ
アを分けている。東支線は，海からの
風の影響を受けにくいため，水面に鏡
像が現れる確率が高い。この日も，旧
護岸を境に綺麗な反転像が見られた。

柳原橋

［コード発見］インタビュー調査
■事業者
 運河沿い敷地の利用者

 第一世代と第二世代

■住民
 かつての港湾労働者

 運河神社の氏子

〔竹中克行・内山志保〕
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［コード発見］景観復原

写真技術による景観復原
■古写真　■文献・地図　■証言

〔クレメンス・メッツラー〕
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　中川運河も，港と都心を結ぶ目的で開削された運河である
が，名古屋港からの入口および堀川に繋がる東支線の終端の
両方に閘門が設けられている。つまり，外部水域と繋がる両
端が閘門で仕切られているということである。こうした構造
となったのは，中川運河が近世干拓地を起源とするゼロメー
トル地帯に開削されたために，堀川はもとより，名古屋港の
海水面と比べても低いレベルに運河の水面が位置することに
よる。つまり，運河両端に建設された 2つの閘門は，名古
屋港と堀川よりも低い位置に運河の水面を固定する役割を担
っているのである。もっと簡単に，中川運河の閘門は港湾か
ら干拓地へ「下る」ための装置だと言ってもよい。ここに，
閘門式運河としてみた中川運河のユニークさがある。

■中川運河の断面
　中川運河の断面を開削当時の設計図で詳細に観察してみよ
う【図 5】。まず，運河の深さは 7～ 10尺（2.1～ 3.0m）と
された。護岸天端高の記載はないが，名古屋港管理組合が現
在公表しているデータでは，河床から 3.6mである。つまり，
水面との差は 60cmしかないことになる。両側を閘門で仕切
られた中川運河では，水位をほぼ一定に保つことができるの
で，満面に水を湛えるプールのような設計が可能となる。間

図 4　垂直構造からみた運河類型
埋立て地に開かれた水路は，多くの場
合，自然水域と高低差のない水平連結
型となる。東京・江東区の水路網がそ
の典型である。高低連結型は，江戸時
代の見沼通船堀のように，水位が異な
る自然水域を結ぶ場合に現れる。港か
ら標高がやや高い都心までを結ぶ富山
の富岩運河も，この類型に含めること
ができる。両側の自然水域のいずれよ
りも低い位置に開削された中川運河
は，断面構造の点でユニークな運河と
言えよう。

図 2　中川口閘門
運河側の閘門が開く瞬間。1963年に
供用開始となった新閘門が現在でも使
われている。新閘門の建設は，水運の
混雑緩和を目的としたが，翌 1964年
をピークとして，中川運河の船運は急
速な減退期へ入ることになる。

図 3　閘門による水位調整
　船で閘門に入ると，数分の間に水
位調整が行われる。写真は，名古屋
港から閘門に入ったときの様子。排
水により，NP（名古屋港の基準水位）
＋ 1.7mから＋ 0.3mへと，水位を約
1.4m下げることで，中川運河への接
続が行われた。2014年 5月 21日撮影。

⾃然⽔域 ⾃然⽔域運 河

港 湾・産 業 ⽤ 地
【⽔平連結型】

⾃然⽔域

⾃然⽔域

運 河

運 河

閘 ⾨

低 地

⾼ 台
【⾼低連結型】

閘 ⾨閘 ⾨
名古屋港 堀川

⼲ 拓 地

都 ⼼ 周 辺埋 ⽴ 地
【中川運河―⼲拓地への掘込】

竹中撮影（2014/05/21）

竹中撮影（2014/05/21）

竹中作成。

■干拓地へ下る装置
 名港・堀川より低い水面

 細長いプール状の構造物

■足元に佇む水面
 水面＋ 60cm＝護岸天端

 使い勝手のよい水面

■空気を映す景観
 銀板に映る空模様

 気象条件に敏感に反応

冬の屋外プールに張られたままの水と同様，風がなければ静
かにじっと佇んでいる。これが驚くほど見事な鏡像を生み出
す。風が吹けば水面にさまざまな模様の波紋が現れ，風が凪
ぐと，護岸を境界線として，地上の景観と空が 180度転回
して水面に映る。
　調度品の鏡とは違って，ときおり生じる波紋で微妙な揺ら
ぐ中川運河の鏡像を見て，心動かされる人は少なくない【図
10】。最近数年，中川運河で行われた現代アートを基軸とす
るイベントは，たんなる賑わいの演出を超えて，運河の景観
に対する人々の感性を呼び覚ます意味をもった。銀板のよう
な水面に映る空模様をとらえた野田真外の映像作品『名古屋
静脈』，「中川運河キャナルアート」の演目の一つとして行わ
れ，護岸を挟んだ反転像が予想外の効果を生んだ長谷川章の
デジタル掛け軸，そして，護岸に生える樹木越しに見る水面
を舞台装置として，運河に縁のある人々をモデルにした伏木
啓によるアーカイヴ作品Waltz。性格を大きく異にするこれ
らの作品に共通するのは，運河の水と空気の邂逅に秘められ
た可能性を気づかせてくれたことではないか。
　護岸に立つ人の足元近くに佇み，空気を映し出す水面の景
観は，干拓地に開かれた両閘門式の運河が意図せずして残し
た貴重な財産である。自然河川にはない土木構造物としての
中川運河の特性を知り，それを将来に向けてマネジメントす
るための柔軟な発想が求められている。

図 10　小学生が描く中川運河
篠原小学校で行われた中川運河絵画コ
ンクールの作品（作者：3年生西川美
森）。護岸が 1本の細い線で描かれて
いる点も，水面の近さをとらえた表現
としておもしろい。

図 9　水辺を舞台とするイベント
商業施設がほとんどない中川運河は，日没後，わずかな街灯や背後の高層建物から届く光を残して夜闇に包まれる。ここ
を舞台として，最近数年の間に「中川運河キャナルアート」のデジタル掛け軸（左：2011年 10月 9日竹中撮影）や映像
アーカイヴ作品「Waltz」（右：2013年□月□日横関撮影）など，現代アートを中心とするイベントが行われている。

［コード記述］A2閘門式運河の水面
̶̶土木が生んだ水と空気の邂逅

中川運河キャナルアート Waltz 2013

〔竹中克行〕
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在化させた中川運河の微高地は，運河土地式とよばれる土地
造成方式が生み出した，いわば「人工の自然堤防」である【図
3】。運河土地式とは，大正末期に始まる名古屋市の土地区画
整理事業が採用した方式の一つであり，運河の開削土を使っ
て両岸を盛土することを基本としていた【図 4】。
　低湿地では，嵩上げそれ自体が産業用地としての価値を大
きく高める。中川運河沿いの区画整理ではさらに，幅広の使
いやすい運河と平行する都市計画道路という物流インフラを
用意することで，企業立地への強いインセンティヴとする仕
組みになっていた。

■整序と便益の創出
　もっとも，名古屋の都市計画・区画整理事業に指導的役割
を果たした石川榮

ひであき

耀自らは，運河土地式に関して，土地条件
が強いた苦肉の策として，皮肉交じりの論評を残している＊。

……元来地形上さうした低地なのだから土の取りどこがあ
り様筈がない。考え出したのが，系統ある土取り場，そし
てのその跡を，うってつけの運河に利用しようと云ふ，工
場地域であって初めて，可能な一策。此れが即，運河土地
式と云ふ式である。名古屋の東西両港背低地は，やゝ此の
乱用の傾ある迄，此を利用している。大体が，市の都市計
画事業たる中川運河でさえ，此の方針の外の何物でもない
のだから仕方ない。〔字体を現代式に改め，途中改段を省略〕

運河

微高地微高地

低地

図 3　運河土地式の土地造成方法
運河の開削土を両岸に盛ることで，低
湿地の中に河川の自然堤防さながらの
微高地をつくり出した。

＊石川榮耀「名古屋の区画整理の特
質（上）」『都市問題』第 9巻第 4号，
1929年，686頁。

露 橋

⼆ ⼥ ⼦

⽜ ⽴

野 ⽴ 篠 原

四 ⼥ ⼦

名古屋臨海⾼速鉄道

中
川
運
河

篠原橋

⼋熊橋

野⽴橋
中野橋蜆橋

昭和橋

⻑良橋

図 3　中川運河エリアの自然堤防と「人
工の自然堤防」
露橋，二女子，牛立など，近世以前に
起源を有する集落は，古い河川の堆積
作用が残した自然堤防の上に立地して
いる。そうした「島」が点在する低地に，
中川運河は直線的な人工の自然堤防を
もたらした。

■伊勢湾台風の光景
 旧集落が立地する自然堤防

 開削土を盛った運河両岸

■「運河土地式」
 産業用地としての価値向上

 道路網と運河網の一体整備

■「自然堤防」の軸線
 道路を挟んだ一体利用

 トラック輸送と倉庫立地

業モデルである。運河土地式の場合には，運河から倉庫敷地
を経て道路まで（図 6の A～ C）が，土地の価値を高める共用
インフラの機能を担う。中川運河で興味深いのは，この共用
インフラの利用を厳密なルールのもとに置いたようにみえ
て，実際の運用では，部分的な私的占有や改変を認めたとい
うことである。貯木を禁止した使用条例第 32条や専用物揚
場への建築を規制した第 55条は，のちの運河の使用実態に
照らすと相当に違和感がある。むしろ，運用の「柔らかさ」
こそが，事業者にとっての倉庫敷地の利用価値を高めたので
はないか。そしてそれが，やがて倉庫敷地に文字通り倉庫が
建ち並ぶ景観を生み出す大きな要因として働いたのである。

■道路を挟んだ関係性
　こうして，細長く連なる運河沿い敷地は，運河開削から
30年も経った 1960年代頃，文字どおり「倉庫敷地」とし
ての実質を得ることになった。では，倉庫敷地に倉庫を建て

14.6m 91m36.4m

9.1m 27.3m

63.7m～91m

14m～23m

C : 道路
C’: 私設トロ
D: 分譲地(建築敷地）

A : 水面
A’: 地先水面

B  : 沿岸敷地
B’ : 護岸および物揚場
B’’: 倉庫および上屋敷地
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BA C D
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航路 物揚場
道路

工場
(住宅)
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住宅

航路

クレーン、
ベルトコンベアー

倉庫・工場 倉庫・工場

倉庫・工場

倉庫

道路

工場

倉庫・工場・店舗
道路

集合住宅・店舗

14.6m 91m36.4m

9.1m 27.3m

63.7m～91m

14m～23m

（1）

（2）

（3）

A’ B’ B’’ C’

A B C D

図 6　運河沿い空間利用の断面
建築敷地を購入した企業の活動を通じ
て，建築敷地と水面・倉庫敷地の間に
生まれた関係性に注目したい。

図 7　運河沿い空間利用の変遷
（1）倉庫敷地に立地した工場は，主に
物揚場・資材置場として使われていた
倉庫敷地を介して，物流軸たる運河を
利用した。（2）それら事業者の一部
は，やがて倉庫敷地に倉庫を建て，道
路を挟んだ土地を一体利用するように
なる。そのために，しばしばクレーン
などの積降施設を整備した。（3）運河
の物流機能が失われると，倉庫敷地と
建築敷地の関係性は弱まってゆく。建
築敷地に土地をもたない企業が倉庫敷
地に多数進出する一方，建築敷地では，
住宅や店舗など，工業・物流に無関係
の機能が多く立地しはじめた。

［コード記述］A3人工の「自然堤防」
̶̶運河土地式が造った微高地の空間利用

〔内山志保・竹中克行〕

15



［コード記述］B2インダストリアル空間
̶̶往き合う水緑と工作物

■控え目な額縁
 地味な素材の経年変化

 都心近くの稀有な夜闇

■「図」をなす緑
 無口なキャンバス上の緑

 「ゆるさ」が生む独特の緑

■文字＝サイン
 プレーンな壁面上の大胆さ

 日本の文字文化の得意技

　水辺の緑道のように，緑地として計画的に整備された空間
では，緑の中にベンチや外灯などの人工物が置かれる。いわ
ば緑が「地」となり，その中にある人工物や人・動物が「図」
をなす。ところが，中川運河では関係が逆転する。植物は，
自己主張しない護岸や壁面を背景として，枝葉の細部にいた
るまで展示作品のように映える。つまり，緑が「図」をつく
るのである。そのさいに重要なのは，運河沿いの景観を構成
する色彩である【SP3参照】。視界の大部分を空と水が占め，
次に目に入る倉庫と護岸の色はともに彩度の低いグレー系の
色調である。このため，植物の緑が鮮やかなアクセントカラ
ーとなり，「図」としての存在感を発揮する【図 4】。
　街路樹や公園の並木のように，見られることを前提とした
植栽では，配置や剪定が周到に決められている。そうした市
街地の緑地整備では，植物は気ままな環境適応を許されない
し，人工物との意外性に満ちた共演も起きない。人間の考え
る「自然」がかえって生の自然を押し殺しているということ
だ。もちろん，市街地で自然を生かすのは容易ではない。土
地利用に「ゆるさ」を生じている中川運河だからこそ，あえ
て植物にインダストリアル空間と戯れる自由を与える，とい
う発想があってもよいはずだ。

■文字＝サイン
　集客目的の広告を必要としない中川運河では，視界に入る
文字の数が非常に少ない。「部外者立入り禁止」「不審者警戒
中」など，不用意な俳諧を牽制する表示を別にすれば，ほと

図 4　人工物と緑の関係
空間の設定しだいで，緑が地になる
（上）ことも，図として働く（下）こ
ともある。

図 3　プレーンな壁面に映える植物
倉庫の壁面を這う蔦類は，造園家の手によるものかと見間違えるほど，見事な絵を描いて成長する。左写真は，長良橋北
東にあった名港海運長良橋倉庫。2013年秋，「キャナルアート」Project No.3の一部イベントがこの倉庫で行われたが，間
もなく取り壊しとなった。

図 5　壁面に直接ペイントされた文字

んどが企業名や倉庫番号といった現場で働く人のための標識
である。それらは，建物に掛けられた看板ではなく，壁面に
直接，遠くからでも見えるように大きな文字で書かれている。
大面積のプレーンな壁面を有するインダストリアル空間に似
合った，質素にして大胆な文字の使い方だ【図 5】。
　しかも，事業者名などは，しばしば漢字 1文字に集約され
た形で現れる。サインとしての文字，つまりイコンは，平仮名，
片仮名，漢字に加えて，縦書き，横書きを操る日本の文字文
化から生まれた得意技というべき，視覚と直感に訴える表現
形式である。無愛想に映る生産・物流空間を可視化するため
に，文字 =イコンが与える効果は小さくない。そしてそれは，
運河空間のリノベーションを考えるさいにも，コミュニケー
ションデザインの要素として，高い利用価値を秘めているの
ではないか。

■反復される形
　インダストリアル空間には，もう一つ特徴がある。直方体，
円柱，平行線など，同じ形状の反復である。複雑な外形をも
つ工業製品でも，輸送・保管時には，低コスト化のために規
格化されたケースや梱包材に入れられて，整然と並べられる
【図 6】。液体はドラム缶，粉物であれば袋に入れ，長い棒状
の物は長さと向きを揃えて並べる。こうした形状決定の有様
を観察していると，同一パターンを繰り返す樹木の枝葉のよ
うに，目的合理的に行動する自然の生命による造形と相通じ
るものを感じることさえある。
　規格化された人工物は，とかく無機質で冷たい印象を与え
るものである。しかし，中川運河では何かが違う。人造石で
造られた古い護岸，半世紀も使われつづけた鉄のクレーン，
錆がかった鉄骨の建屋といった人工物が，土木空間に自然生
えした植物と絡む。それによって，明らかに異なるマテリア
ルの集まりでありながら，截然とした境界のないまとまりを
醸し出している。
　往き合う水緑と工作物のインダストリアル空間。それは，
長い時間の積層がなければ生まれえない，中川運河の風景の
肌理だといえないだろうか。

図 6　同一パターンの繰返し
企業が一括で借り上げる駐車場では，
同タイプのトラックが並ぶことで，同
形同色の直方体の連続となる。

〔内山志保〕
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■産み落とされた自然
 66種中 46種が自然生え

 大部分は鳥散布の樹種

■近隣からの種子供給
 鑑賞に適した植栽木

 都市環境への適応性高

■「半自然」の妙味
 生態系の回路を経た緑

 ユニークな植栽木の群落

［コード記述］B3鳥と風が運ぶ都市の緑
̶̶都市環境に適合する「半自然」
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【⾼⽊層・亜⾼⽊層】 【低⽊層】

葉のある季節 花が咲いている季節 実が熟している季節 ※花・実とも，⽬⽴ち度を⼤きさで3段階表⽰

図 4　中川運河における主要な景観構成樹種
個体数は群落 49箇所の調査結果にもとづく。花色・実色が淡黄色・淡緑色など，目立たない色の場合は，空欄にしてある。
花実の時期については，馬場多久男『花実でわかる樹木 951種の検索』信濃毎日新聞社，2009年を参考にした。

図 5　敷地境界で変わる緑景観
中川運河では，賃借事業者の交代時に一掃された護岸地に，時とともに自然生えの群落が形成さ
れる。このため，貸付地ごとに群落形成の開始時期が異なり，敷地境界を挟んで経過年数の異な
る群落が林立している。こうした景観は，土地の貸付管理と自然群落の放置という，ある意味矛
盾した条件下で生まれている。市街地でも稀有なタイプの景観である。

〔長谷川泰洋〕
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■都心・港間の「郊外」
 等時間曲線が描く「溝」

 「青い郊外」（若林幹夫）

■「よそ者」の水縁
 事業者が担ぐ運河祭り

 経済空間としての価値

■統一的管理システム
 まちなか産業の存続

 ランドスケープの継承

N
八熊橋

蜆橋

1959年時点で
立地している
事業者

1967年時点で
立地している
事業者

1967年以降立
地した事業者

【1967年】 【2012年】【1959年】

【2012年部分拡大】

（運河）（運河）

コンビニコンビニ

チェーン系
スーパー
チェーン系
スーパー

陸運用倉庫陸運用倉庫

マンションマンション

チェーン系喫茶店チェーン系喫茶店

チェーン系衣料品店チェーン系衣料品店

図 6　中川運河沿岸における事業所立地の変遷
住宅地図の記載をもとに，事業者立地の変化を示した。2012年の部分拡大図を見ると，大規模工場の跡地に進出した郊外
型店舗に囲まれて，老舗事業者の存続している様子がわかる。

［コード記述］C1名古屋の大静脈
̶̶「水縁」から生まれたビジーな町

〔内山志保・竹中克行〕
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■タイムカプセル
 機能解放が生む静謐さ

 「泥の河」との出会い

■河 =運河の境界性
 社会システムの内と外

 「川原者」が生んだ文化

■アートの創造力
 舞台としての祝祭性

 風景をつくるアート

図 1　「泥の河」（小栗康平監督）のシーン

［コード記述］C4創造力の空間
̶̶境界性の空間に胚胎する文化

図 4　Limicoline Art Project
（A）クレメンス ･メッツラー　（B）横関浩・武藤勇　（C）近藤美和

A B C

〔清水裕二〕
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「循環」～見えない物語を描く～ 近藤美和

■共同マネジメント
 変化の断面としての現在

 共同機制から共創（共発の創造）へ

■フィールドでの種探し
 フィールドワークとワークショップ

 気づきのプロセスとしてのアート

■プロジェクト研究の連携
 調査・研究と設計課題

 空間コードによる基盤知識の蓄積

［応用］開かれたプロセスとしての空間コード 20



図 2　ニューヨーク・ハイライン
ハイラインに「らしさ」を与えるこれらの植物は，レー
ルヤードに自生していた草花をもとに，生息環境や色彩
などを考慮して選定されている。

�� ��

図 3　景観の一部をなす空地
中川運河では，多島海に浮か
ぶ島のような景観を醸し出す
うえで，空地の存在が一役買
っている。

■何が問題か，必要か
 「らしさ」消失リスクの抽出

 空間コードに照らした課題設定

■単体コードからの発想
 スマートな空地マネジメント

 光をコントロールする ･･･

■複数コードの掛合せ
 歩行者動線の構築

 「半自然のマネジメント」

 倉庫建築の継承と再利用 ･･･

［応用］空間コードが提起する課題

�� ��

図 3　景観の一部をなす空地
中川運河では，多島海に浮か
ぶ島のような景観を醸し出す
うえで，空地の存在が一役買
っている。

www.thehighline.org
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■空間コード応用の方法
 デザインガイドライン　 景観計画

 アイデアコンペ／事業コンペ ･･･

■共創のための条件
 連携組織による公共圏の構築

［応用］空間コードから共創する未来

■中川運河コンペ
 募集要項での空間コードの活用

 ①歩行者動線のグランドデザイン

 ②「半自然」をいかす植栽法の開発

 ③倉庫建築再利用の事業コンペ
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ご清聴ありがとうございました

終


